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〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

須田賢司《楓嵌装箱一双「二都物語」》
2010年　楓､拭漆､カヒカテア､梨､ジリコテ､グラナディラ､白蝶貝､パウア貝

各 幅9.0×奥行27.5×高さ12.5cm（北海道立旭川美術館蔵）

　楓の木を主材とした一対の箱。一点は材の白さを生

かして木地仕上げとし、もう一点は黒漆で仕上げ、表面

にはそれぞれ白蝶貝による水玉模様、白蝶貝とパウア

貝（アワビの近縁種）を組み合わせた細い縞模様の象

嵌を施しています。「二都物語」という詩情あふれる銘

も相まって、私たちの眼と心をゆたかな美の世界へと

誘う優品です。

　作者の須田賢司は祖父・須田桑月、父・須田桑翠に続

く木工家の三代目として東京に生まれました。精緻な技

術とモダンな意匠による洗練された作風で評価を集

め、2014年重要無形文化財「木工芸」保持者（人間国

宝）に認定されました。

　本作は須田が文化庁文化交流使としてニュージーラ

ンドを訪れた際、各地で行った実演のなかで制作に着

手し、帰国後に完成させたもの。中箱には、現地で分け

てもらったカヒカテアの材を用いています。蓋をひらく

と現れるその特徴的な濃い木目や内貼りされた和紙の

流水文様からは、海を隔てて結ばれた木工家同士の友

情や二国の交流が想起されるようです。

　旭川美術館は2022年度、開館40周年を記念して複

数の木工芸作品を収蔵しました。本作はそのうちボラ

ンティア常磐会より寄贈された一点で、昨年度の「木の

匠たち」展で収蔵後、初披露しました。今後も当館では調

査や展覧会等の企画を通じ、工芸や彫刻を中心とした

「木の造形」の魅力を皆様にお伝えできるよう努めて参

ります。

（北海道立旭川美術館学芸課長　藤原乃里子）

会 報

2 0 2 4年 3月

■私は『10 年日記』をつけています。年末の所感を綴り年頭所感を書きます。構想を立て元日をつけ1年が始まります。1ペー
ジに10 年分の日が綴られ、読み返せば過去も昨日のことのように鮮明に甦ります。来年で 2 冊を終えます。 （MK）
■はじめて参加したアルテピアの国内美術館研修では、ボランティアで活躍していらっしゃる他部の方 と々たくさん交流もできて
有意義なものでした。詳細を記事にしましたのでご覧頂けたら嬉しいです。 (SK）
■編集作業はいつも雑談を交えながら無駄なく短時間ですすめられます。一足早く送られてきた各美術館の原稿を読むことも
でき、これからの展示に思いを馳せるひとときです。 （MT）

令和5年度　秋の屋外彫刻清掃
2023年10月4日

　秋晴れの中、学芸員5名、ボラ
ンティア16名が参加して恒例の
屋外彫刻清掃が行われました。
　近美前庭と知事公館に設置さ
れた彫刻作品8点のうち今年度は
夏に安田侃「無何有」と本郷新「嵐
の中の母子像」の修復が行われま
した。修復は作品の美観と共に
安全性を保つ上でも重要なため
細心の注意を払っての作業になる
そうです。
　作品をより良く保つために清掃も気を付けながら丁寧に磨き

上げていきました。
　入口正面の「無
何有」は修復によ
り設置当時の漆黒
に輝いています。
　ご来館の折には
是非ご覧ください。

第19回北海道美術館ボランティア交流研修会
2023年10月6日

ジュニア・アート・クラブ2023
2023年11月4日

　芸術週間中の 11
月4日、近美２階造
形室において特別活
動部主催によるジュ
ニア・アート・クラ
ブが４年ぶりの対面
形式で開催されまし
た。講師には令和
５年度札幌芸術賞を受賞された艾沢詳子氏をお迎えしました。
参加者は小学３～４年生を中心とした親子10 組です。
　参加者は“つながるよ！ちいさな手、みえるよ！大きな絆”
をテーマに、カラフルな飾り物や小さな紙にロウをかけたワッ
クスアートを作り、一つ一つの作品をつなぎ合わせて大きな

オブジェ（絆）を
完成させました。
　完成作品は美
術館２階ロビーに
展示され、冬日を
浴びてキラキラと
輝き、来館者の
目を楽しませてい
ました。

　生憎の荒天の中、北海
道美術館のボランティア
の皆様（札幌、旭川、函館、
帯広、釧路、岩内）が札幌
の地に集まり、近美講堂
において研修と交流の機
会を持つことができまし
た。
　1991年に始まり19回目の開催となった今回は、コロナ禍による
制限で4年ぶりとなりました。開催中の「足立美術館」のコレクショ
ンについての学芸員からの講義ののち、実際に鑑賞をする時間も設

けられました。
　その後、各美術館におけ
るボランティア活動の現状と
問題点、さらに今後の交流
研修会の開催について活発
な意見交換を行い、有意義
な時間を持つことができまし
た。

第３８回国内美術館研修　山陽方面の美術めぐり
2023年11月28日～12月1日

　2018年10月以来5年ぶり
の待ち望んでいた開催に30
名が参加しました。
　大阪空港に降り立ち出会っ
たのは、博学で心配りが細部
まで行き届いたベテランのバ
スガイドさん。参加者一同安
心で豊かな3泊4日を過ごす
ことができました。巡ったのは岡山県奈義町現代美術館、大原美術
館、広島県神勝寺、国宝不動院、山口県毛利博物館、萩美術館、
福岡県九州国立博物館、太宰府天満宮。美術鑑賞はもちろんのこ
と、その地の自然の中で息づく庭園の数々に心が満たされ、また、
瀬戸の鯛の兜煮、下関のふく会席などに身体が満たされた素敵な
旅になりました。

そうげつ そうすい

ARTEPIA NEWS



本
展
は
、
彫
刻
家
・
本
郷
新（
1
9
0
5
︱
1
9
8
0
）

の
作
品
や
精
神
を
、現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
鋭

敏
な
視
点
や
解
釈
に
よ
っ
て
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
表
現
と
互
い
に
響
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
日
的
な
価
値
を
も
っ
た
新
た
な
世
界
を
生
み
出
そ
う
と

試
み
る
も
の
で
す
。

写
実
的
な
裸
体
像
が
多
い
本
郷
新
の
彫
刻
は
、
ひ
と
昔
前

の
表
現
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、い
ま
な
お
彫
刻
の
入
門
書

と
し
て
読
み
継
が
れ
て
い
る
『
彫
刻
の
美
』
を
著
し
、彫
刻

の
本
質
と
そ
の
普
遍
的
な
魅
力
を
理
解
し
て
い
た
本
郷
の
造

形
は
、時
代
遅
れ
の
も
の
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
は
ず
で
す
。
ま
た
、彼
が
作
品
に
込
め
た
平
和
や
反
戦
へ
の

思
い
は
、現
在
の
よ
う
な
緊
迫
化
し
た
世
界
情
勢
に
お
い
て

さ
ら
に
私
達
に
強
く
訴
え
か
け
て
き
ま
す
。一
方
で
、本
郷
新

が
全
国
各
地
に
設
置
し
た
よ
う
な
裸
体
彫
刻
が
公
共
空
間
に

あ
る
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
が
、時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
て
い
る
現
状
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
展
で
は
、本
郷
新
が
生
ま
れ
育
っ
た
北
海
道
に
お
い
て
、

彫
刻
、絵
画
、写
真
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、詩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
動
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
依
頼
し
、美
術
館

展
示
室
を
6
分
割
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
、各
自
が
セ
レ
ク
ト
し

た
本
郷
新
の
彫
刻
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
展
開
し

て
も
ら
い
ま
す
。各
ス
ペ
ー
ス
で
は
、本
郷
新
作
品
と
の
対
比

の
な
か
か
ら
各
出
品
作
家
の
現
代
に
対
す
る
眼
差
し
や
問
題

意
識
が
色
濃
く
現
前
化
す
る
と
と
も
に
、現
代
に
お
け
る
本

郷
新
の
位
置
づ
け
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

〈
出
品
作
家
〉

1
．井
越
有
紀（
立
体
造
形
）

人
体
や
鳥
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、繊
維
素
材
に
綿
を

詰
め
て
縫
い
合
わ
せ
た
立
体
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

本
郷
新
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
が
多
く
、札
幌
国
際
芸
術
祭

2
0
2
0
に
て
本
郷
新
の
彫
刻
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
作
品
を

当
館
で
展
示
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。本
展
で
は
新
作
を
加
え
、ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た

展
示
を
行
い
ま
す
。

2
．佐
藤
壮
馬（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
へ
の
リ
サ
ー
チ
を
行
い
、そ
こ
か
ら
得

ら
れ
た
発
想
を
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
反
映
さ
せ
、空
間
に
広

く
展
開
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
の
制
作
を
行
っ
て

い
ま
す
。今
回
は
彫
刻
だ
け
で
な
く
、当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い

共振共振
―本郷新 + 北海道の現代アーティスト

本郷新記念札幌彫刻美術館学芸員　梅村尚幸

6/15（土）～9/16（月・祝）

井越有紀《鳥を抱く女》2018年　撮影：前澤良彰
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る
本
郷
新
の
関
連
文
献
や
写
真
資
料
な
ど
の
リ
サ
ー
チ
も
繰

り
返
し
て
お
り
、コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
大
作
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

3
．鈴
木
涼
子（
写
真
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
に
、自
意
識

や
人
間
存
在
、
そ
の
欲
望
な
ど
に
焦
点
を
当
て
た
作
品
を
制

作
し
て
い
ま
す
。公
共
空
間
に
数
多
く
設
置
さ
れ
た
本
郷
新

の
裸
体
像
な
ど
に
対
し
て
、現
代
人
が
ど
う
向
き
合
っ
て
い

く
べ
き
か
、示
唆
に
富
む
作
品
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4
．山
田
航（
短
歌
）

第
55
回
角
川
短
歌
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
気
鋭
の
歌
人
で

す
。特
に
街
な
か
の
情
景
を
切
り
取
っ
た
短
歌
を
得
意
と

す
る
こ
と
か
ら
、本
郷
新
の
屋
外
彫
刻
と
街
や
人
々
と
の
か

か
わ
り
を
扱
っ
た
歌
を
詠
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

5
．横
須
賀
令
子（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

墨
絵
に
よ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
を
し
て
お
り
、手
描

き
な
ら
で
は
の
生
き
生
き
と
し
た
筆
運
び
が
魅
力
の
作
家
で

す
。本
郷
新
は
、彫
刻
を
「
手
わ
ざ
に
よ
る
創
造
の
世
界
」「
生

き
て
い
る
立
体
」
と
語
っ
て
お
り
、静
止
し
た
な
か
に
動
勢

を
表
現
す
る
彫
刻
と
実
際
に
動
き
の
あ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

と
を
共
存
さ
せ
、そ
の
響
き
合
い
の
な
か
に
新
た
な
世
界
を

つ
く
り
出
し
ま
す
。

6
．艾
沢
詳
子（
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

版
画
の
ほ
か
、ロ
ウ
を
用
い
た
小
さ
な
パ
ー
ツ
を
集
積

し
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
6
年
の
当
館
の
グ

ル
ー
プ
展
で
本
郷
新
の
《
無
辜
の
民
》
に
触
発
さ
れ
た
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
制
作
し
、そ
の
要
素
が
そ
の
後
も

多
く
の
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。本
展
で
は
、

再
度
本
郷
新
の
作
品
と
向
き
合
っ
た
新
た
な
展
開
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

山田航『さよならバグ・チルドレン』他

佐藤壮馬「おもかげのうつろひ」2023年、資生堂ギャラリー

横須賀令子「波と風のもののけたち」2023年、札幌文化芸術交流センター SCARTS
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MUSEUM INFORMATION

m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館
　

国
宝「
鳥
獣
戯
画
」北
海
道
初
公
開

京
都 
高
山
寺
展 

― 

明
恵
上
人
と
文
化
財
の
伝
承

7
月
9
日（
火
）〜
9
月
1
日（
日
）

京
都
の
高
山
寺
に
は
、中
興
開
祖
・
明
恵
上

人
高
弁（
1
1
7
3
～
1
2
3
2
）に
由
来
す

る
文
化
財
が
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。建

築
、絵
画
、彫
刻
、工
芸
と
そ
の
領
域
は
幅
広

く
、
ま
た
1
万
2
千
点
に
も
お
よ
ぶ
典
籍
文

書
は
、鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
各
時
代
に
作
成
さ

れ
て
き
た
そ
れ
ら
の
目
録
類
と
と
も
に
、高
山

寺
の
真
摯
な
学
問
の
成
果
と
し
て
希
有
な
価

値
を
有
し
て
い
ま
す
。

高
橋
由
一
、岸
田
劉
生
、鴨
居
玲
…

日
本
の
洋
画 

1
5
0
年
の
輝
き

7
月
6
日（
土
）～
9
月
1
日（
日
）　

幕
末
か
ら
明
治
へ
の
転
換
期
、日
本
の
美
術
界

で
は
、油
彩
を
中
心
と
し
た
西
洋
絵
画
の
手
法
で

描
く
絵
画
作
品
、い
わ
ゆ
る「
洋
画
」が
誕
生
し
ま

し
た
。以
降
、数
多
く
の
日
本
人
美
術
家
た
ち
に

よ
っ
て
、日
本
な
ら
で
は
の
洋
画
が
生
み
出
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

本
展
は
、こ
う
し

た
洋
画
の
優
れ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
名
高

い
笠
間
日
動
美
術
館

の
所
蔵
作
品
を
展
覧

モ
ダ
ニ
ス
ト
の「
蝶
」

詩
人
・
安
西
冬
衛
と
好
太
郎

【
同
時
開
催
】好
太
郎
が
描
く
男
た
ち

4
月
27
日（
土
）～
7
月
4
日（
木
）

留
め
ら
れ
た
ピ
ン
を
は
ね
の
け
て
飛
ん
で
い

こ
う
と
す
る
蝶
。《
飛
ぶ
蝶
》（
1
9
3
4
年
）は

画
家
・
三
岸
好
太
郎（
1
9
0
3
‒
34
）の
代

表
作
の
ひ
と
つ
で
す
。同
時
代
の
詩
壇
で

は
、安
西
冬
衛（
1
8
9
8
‒
1
9
6
5
）が

「
て
ふ
て
ふ
が
一
匹
韃
靼
海
峡
を
渡
つ

て
い
つ
た
」を
発
表（
詩
集『
軍
艦
茉
莉
』

1
9
2
9
年
）。モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
を
代
表
す

る
作
品
と
し
て
今
日
ま
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

ふ
た
り
は
直
接
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、冬
衛
が
拠
っ
た『
詩
と
詩

熊
谷
孝
太
郎
　
間
世
潜

時
の
彼
方
へ
　
函
館
か
ら

4
月
27
日（
土
）～
6
月
16
日（
日
）

上
磯
町（
現・北
斗
市
）に
生
ま
れ
た
熊
谷
孝
太

郎（
1
8
9
3
～
1
9
5
5
）は
、大
正
後
期
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
、函
館
十
字
街
を
中
心
と
し

た
繁
華
街
と
そ
こ
を
行
き
交
う
人
々
の
様
子
を

撮
り
続
け
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
写
真
は
個
人
的
な

趣
味
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、生
前
ほ
と
ん

ど
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

函
館
に
生
ま
れ
た
間
世
潜（
1
9
0
4
～

1
9
5
9
）は
、1
9
2
9
年
に
北
海
タ
イ
ム
ス
に

入
社
。戦
後
は
谷
中
初
音
町
に
ス
タ
ジ
オ
を
構
え

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
写
真
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
で
の
生
活
を
取

本
展
で
は
明
恵
上
人
の
生
涯
と
そ
の
教
え
を

た
ど
り
つ
つ
、同
寺
が
伝
承
し
て
き
た
国
宝《
鳥

獣
戯
画
》
を
は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
絵
画
や
彫

刻
、工
芸
、典
籍
文
書
等
に
よ
り
、現
代
ま
で
続

く
高
山
寺
の

歩
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ま

た
本
展
で
北

海
道
初
公
開
と

な
る《
鳥
獣
戯

画
》は
、会
期
中

に
展
示
替
え
を

す
る
こ
と
で
、

全
四
巻
の
全
場

面
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

す
る
も
の
で
す
。洋
画
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ

る
高
橋
由
一
、精
神
性
を
た
た
え
た
写
実
表
現
で

知
ら
れ
る
岸
田
劉
生
、社
会
や
人
間
の
内
面
世
界

を
深
く
描
き
、い
ま
な
お
人
々
の
心
を
捉
え
て
や

ま
な
い
鴨
居
玲
な
ど
、近
現
代
洋
画
史
を
彩
る
巨

匠
た
ち
の
作
品
に
よ
り
、輝
か
し
い
洋
画
の
潮
流

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

各
地
で
巡
回
開
催
さ
れ
て
い
る
本
展
で
す
が
、

旭
川
会
場
で
は
岸
田
劉
生
作
品
の
特
集
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。今
夏
は
ぜ
ひ
旭

川
美
術
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

論
』の
同
人
に
好
太
郎
の
友
人
・
外
山
卯
三
郎

が
お
り
、好
太
郎
は
冬
衛
の
詩
を
知
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
冬
衛
は
三
岸
の
作
品
を

高
く
評
価
し
、戦
後
ま
で
好
き
な
画
家
と
し
て

言
及
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し

た
画
家
と
詩
人
を「
蝶
」を
共
通
項
に
紹
介
し
ま

す
。ふ
た
り
の
芸
術
家
の
感
性
の
響
き
あ
い
を
ご

覧
下
さ
い
。

材
し
た
写
真
集『
ラ
イ
カ
写
真
集
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ

修
道
院
』は
生
涯
の
代
表
作
と
な
って
い
ま
す
。

本
展
で
は
、

函
館
ゆ
か
り
の

二
人
の
写
真
家

の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

《鳥獣戯画　甲巻》（第 17、18 紙部分）
平安時代 12 世紀　京都・高山寺蔵

高橋由一《鮭図》
1879-80 年
笠間日動美術館蔵

三岸好太郎《飛ぶ蝶》
1934 年　北海道立三岸好太郎美術館蔵

熊谷孝太郎
《恵比須町電停前》
大正後期撮影

間世潜
トラピスチヌ大修道院《晩鐘》
1951 年頃撮影

函
館
美
術
館
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MUSEUM INFORMATION

写
真
展
　
星
野
道
夫
　

悠
久
の
時
を
旅
す
る

4
月
20
日（
土
）～
6
月
30
日（
日
）

極
北
の
地
ア
ラ
ス
カ
に
暮
ら
し

な
が
ら
、厳
し
く
も
美
し
い
自
然

や
動
物
、そ
こ
に
生
き
る
人
々
を

撮
影
し
、目
の
前
に
現
れ
消
え
ゆ

く
物
語
を
誠
実
な
文
章
と
と
も
に

残
し
た
写
真
家
・
星
野
道
夫
。早
く

か
ら
北
の
自
然
に
興
味
を
抱
き
、

20
歳
の
時
初
め
て
ア
ラ
ス
カ
を
訪

れ
ま
す
。そ
の
後
、写
真
家
と
し
て

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。本
展

遠
藤
彰
子
展
　
生
生
流
転

4
月
6
日（
土
）～
6
月
16
日（
日
）

神
奈
川
県
を
拠
点
に
活
動
す
る
画
家
・
遠
藤
彰

子（
1
9
4
7
‒
）は
、「
人
間
の
存
在
」や「
今
生
き

て
い
る
実
感
」と
い
っ
た
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
描

き
続
け
て
い
ま
す
。

寄
り
集
ま
る
人
々
、ひ
し
め
き
合
う
建
造
物
、

芽
吹
き
広
が
る
植
物
や
大
樹
な
ど
、多
く
の
モ

チ
ー
フ
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
、エ
ネ
ル

ギ
ー
に
満
ち
た
作
品
世
界
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

5
0
0
号（
約
2
・
5
ｍ
×
3
・
3
ｍ
）を
超
え
る

大
作
は
、人
々
の
営
み
や
自
然
の
驚
異
が
細
部
ま

で
丹
念
に
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、観
る
者
を
躍
動

的
な
物
語
の
中
へ
引
き
込
み
ま
す
。

本
展
で
は
、身
の
回
り
の
環
境
や
出
来
事
を
題

写
真
展岩

合
光
昭
の
日
本
ね
こ
歩
き

4
月
20
日（
土
）～
6
月
30
日（
日
）　

岩
合
光
昭（
1
9
5
0
‒
）は
日
本
を
代
表

す
る
動
物
写
真
家
で
す
。釧
路
出
身
で
動
物
写

真
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
っ
た
父
、岩
合
徳
光
の

撮
影
に
10
代
か
ら
同
行
し
、29
歳
の
時
に
世
界

の
渡
り
鳥
を
被
写
体
に
し
た
作
品「
海
か
ら
の

手
紙
」で
木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
動
物
た
ち
の
撮
影
を
続
け
、野
生
動
物
の
生

態
を
題
材
に
し
た
作
品
は
世
界
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
生
動
物
の
写
真
と
並
ん
で
代
表
的
な
作

品
が
、世
界
中
の
猫
を
撮
影
し
た
写
真
の
数
々

で
す
。半
世
紀
近
く
制
作
を
続
け
た
そ
れ
ら
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
　
か
く
語
り
き
本
郷
新 

「
彫
刻
は
詩
の
塊
だ
！
」

1
月
19
日（
金
）～
5
月
26
日（
日
）

「
彫
刻
は
詩
の
塊
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
、た
だ
眼

で
見
た
描
写
や
写
実
で
は
な
く
て
、詩
の
心
、人

間
の
内
か
ら
溢
れ
く
る
も
の
、そ
う
い
う
も
の

と
し
て
彫
刻
は
ぼ
く
の
内
に
根
付
き
ま
し
た
」

（「
作
家
訪
問　

本
郷
新
」『
ビ
ジ
ョ
ン
』

1
9
7
4
年
1
月
号
）

彫
刻
家
・
本
郷
新（
1
9
0
5
～
80
年
）は
数

多
く
の
芸
術
論
、作
品
論
、自
伝
な
ど
を
遺
し

て
い
ま
す
。

彼
の
言
葉
に
は
、彫
刻
に
対
す
る
造
形
の
信

で
は
、「
出
会
い
」を
テ
ー
マ
に
、若
き
日
に
訪
れ

た
ア
ラ
ス
カ
の
村
の
記
録
か
ら
亡
く
な
る
直
前

ま
で
撮
影
し
て
い
た
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
で
の

写
真
を
、星
野
氏
の
文
章
や
貴
重
な
資
料
も
交

え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

材
に
し
た
初
期
の「
楽
園
シ
リ
ー
ズ
」、画
家
と
し

て
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た「
街
シ
リ
ー
ズ
」、

そ
し
て
最
大
で
3
・
3
m
×
7
・
5
m
に
も
達
す
る

「
大
作
シ
リ
ー
ズ
」
を
中
心
に
、立
体
作
品
や
新
聞

連
載
小

説
の
挿

絵
な
ど
、

約
80
点

の
作
品

を
通
し

て
こ
れ

ま
で
の

広
範
な

活
動
の

軌
跡
を

一
挙
に

ご
紹
介

し
ま
す
。

写
真
は
、現
在
も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
展
は
日
本
中
の
猫
好
き
に
愛
さ
れ
る
番

組「
岩
合
光
昭
の
世
界
ネ
コ
歩
き
」（
N
H
K 

B
S
プ
レ
ミ
ア
ム
お
よ
び
N
H
K 

B
S 

4
K
）の
収
録
で
訪
れ
た
撮
影
地
15
カ
所
で

暮
ら
す
猫

た
ち
の
姿

を
、各
地

の
美
し
い

四
季
折
々

の
風
土
を

背
景
に
ご

紹
介
し
ま

す
。

念
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
が
詰
ま
っ
て
い

て
、現
代
の
私
た
ち
の
心
に
も
響
く
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。

当
館
で
は
、本
郷
新
の
自
著
文
献
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
を
借
り
な
が
ら
長
年
に
渡
っ
て

整
理
し
、デ
ー
タ
化
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、集
積
さ
れ
た
資
料
を
公
開
し
つ

つ
、言
論
の
側
面
か
ら
本
郷
新
の
彫
刻
に
対
す

る
思
念
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

帯
広
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

ホッキョクグマ　カナダ、ハドソン湾　
撮影：星野道夫 ©Naoko Hoshino

遠藤彰子《ことば響くあたり》2019 年

© Machi Iwago

本郷新《鳥を抱く女》1966 年

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

釧
路
芸
術
館
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TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

～4/16（日）
新収蔵品展／
鷗亭と牧水

6/28(金)～7/4(木)
第65回北海道
書道展函館展
主催/同実行委員会
北海道新聞函館支社

(貸館)

美術館のおもな展覧会ご案内
 4 5 6 7 8 9

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

4/27(土)～7/4(木)
所蔵品展　第2期

モダニストの「蝶」　詩人・安西冬衛と好太郎
好太郎が描く男たち

7/13(土)～9/25(水)
所蔵品展　第3期

ダブル・ファンタジー　ふたつのものがであうとき
好太郎とマリオネット

7/9(火)～9/1(日)
国宝「鳥獣戯画」北海道初公開

京都　高山寺展
明恵上人と文化財の伝承

9/21(土)～
10/27(日)

皇居三の丸尚蔵館展
皇室の至宝
北海道ゆかりの
名品（仮称）

4/27(土)～6/23(日)
アートのなかの朝・昼・夜
ー時間と光のうつろいー

4/27(土)～6/16(日)
熊谷孝太郎　間世潜
時の彼方へ　函館から

7/13(土)～9/23(月・祝)
美を競う　肉筆浮世絵の世界展

7/6(土)～9/1(日)
高橋由一、岸田劉生、鴨居玲…
日本の洋画　150年の輝き

7/6(土)～9/1(日)
草木と花を描く

9/14(土)～11/17(日)
生誕90年記念
藤戸竹喜の
世界展

4/27(土)～6/23(日)
夢みるアート

イマジネーションとファンタジー

4/6(土)～6/16(日)
遠藤彰子展　生生流転

札幌芸術の森美術館コレクション選

6/29(土)～8/25(日)
水木しげるの妖怪 百鬼夜行展

～お化けたちはこうして生まれた～

9/7(土)～9/29(日)
内藤コレクション
西洋の写本ーいとも
優雅なる中世の小宇宙
札幌芸術の森美術館
コレクション選

6/1(土)～2025/5/25(日)　コレクション展  2024-20252023/4/29(土・祝)～5/26(日)
コレクション展　石と木

1/19(金)～5/26(日)
コレクション展　かく語りき本郷新

「彫刻は詩の塊だ！」

6/15(土)～9/16(月・祝)
共振ー本郷新＋北海道の現代アーティスト

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0138-56-6311 函館美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2024.4～2024.9
MUSEUM CALENDAR

4/20(土)～6/30(日)
コレクション・ギャラリー「世界の版画から」

港の今昔　苫小牧市美術博物館コレクションから

7/9(火)～9/26(木)
浮世絵のヒロインたちー組物・続き絵から生まれるストーリー

岩橋英遠《道産子追憶之巻》
ウィズ・キッズ'24　なぜこのかたちなの？

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございました 2023年9月～2024年2月・敬称略

4/5(金)～4/18(木)
所蔵品展
第1期

恋する画家の
陶酔ざんまい

4/20(土)～6/30(日)
写真展　岩合光昭の日本ねこ歩き

7/13(土)～9/29(日)
鴨居玲 生と死を見つめて

7/13(土)～9/29(日)
地に　人に　写真に旅する－長倉洋海展

4/20(土)～6/30(日)
「写真展　星野道夫　悠久の時を旅する」

4/20(土)～6/2(日) 
「琳派×アニメ」展
～尾形光琳、神坂雪佳から
鉄腕アトム、リラックマ、
初音ミクまで～(貸館)

3/23(土)～6/16(日)
越境者パスキン

現代ガラスのオノマトペ
片岡球子「面構」シリーズ

この一点を見てほしい。（～5/12）
新収蔵品展（5/18～）

4/27(土)～7/4(木)
生誕120年　長谷川潾二郎とその兄弟

4/27(土)～9/23(月・祝) 　(鷗亭記念室）漢字にこめた心

7/13(土)～9/23(月・祝)
道南の精鋭シーズン2　ささきようすけ展

4/27(土)～11/4(月・休)　札幌芸術の森野外美術館

新オンラインショップが開設！

9/14(土)～11/17(日)

旭美の写実
リアル

　近美ミュージアムショップのオリジナルグッズや展覧会図録な
どをご自宅からでもネット購入できる、新オンラインショップが
2023年10月にスタートしました。
　現在、展覧会図録、ミュージアム新書、近美ハガキ、オリ
ジナルカード立て、岩橋英遠クリアファイルなど約80種類の商
品から、ご希望のお支払方法と配送方法を選択し購入すること
ができます。
　アルテピアのホームページや下記の QRコードからご覧いた
だけます。いつでも、どこでも、お買い物をお楽しみください。

＊会員割引は美術館売店でのお買
い物に限ります。

TEL直通 : 011-621-8027
E-mail : shop@artepia.or.jp
https://artepia.base.shop

★北海道立近代美術館
　ミュージアムショップ

　解説部は、大きく２つの
活動（日曜・祝日を除く）
に分かれます。１つ目は、
ＡＲＳ（アート・レファレンス・
サービスの略）コーナーで、
美術や展覧会に関する情報
をはじめ、お客様の様々な
質問に対応する活動です。

10:30～15:00 の間、常駐しています。２つ目は、展示室Ａで
作品を解説し、お客様の鑑賞の手助けをする「ギャラリー・
ツアー」を行うことです。近代美術館では１日３回（11:30、
13:00、14:00）実施しています。三岸好太郎美術館も同様で、
13:00～15:00の間、
希望する方に解説し
ています。
　解説部は、ご来
館いただく皆様に、
美術の魅力を伝え、
楽しんでいただくこ
とを目標に活動して
います。

　15～21歳
を対象とした
公募展｢第14
回道展U21｣
が2年ぶりに
開催され、北
海道美術館
協力会賞に北
海道室蘭清水丘高等学校の佐藤結彩さんの｢天使
の肖像｣が選ばれました。全応募作736点は2月2
日～4日札幌市民ギャラリーで展示され、専門家に
よる作品解説・寸評も披露され、会場にごった返

す若い観客た
ちは熱心に耳
を傾け、質問
をしたり、メモ
を取ったりし
ていました。

ボランティア活動のご紹介 第3回 解説部 道展U21表彰　2/2～2/4
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TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

～4/16（日）
新収蔵品展／
鷗亭と牧水

6/28(金)～7/4(木)
第65回北海道
書道展函館展
主催/同実行委員会
北海道新聞函館支社

(貸館)
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4/27(土)～7/4(木)
所蔵品展　第2期

モダニストの「蝶」　詩人・安西冬衛と好太郎
好太郎が描く男たち

7/13(土)～9/25(水)
所蔵品展　第3期

ダブル・ファンタジー　ふたつのものがであうとき
好太郎とマリオネット

7/9(火)～9/1(日)
国宝「鳥獣戯画」北海道初公開

京都　高山寺展
明恵上人と文化財の伝承

9/21(土)～
10/27(日)

皇居三の丸尚蔵館展
皇室の至宝
北海道ゆかりの
名品（仮称）

4/27(土)～6/23(日)
アートのなかの朝・昼・夜
ー時間と光のうつろいー

4/27(土)～6/16(日)
熊谷孝太郎　間世潜
時の彼方へ　函館から

7/13(土)～9/23(月・祝)
美を競う　肉筆浮世絵の世界展

7/6(土)～9/1(日)
高橋由一、岸田劉生、鴨居玲…
日本の洋画　150年の輝き

7/6(土)～9/1(日)
草木と花を描く

9/14(土)～11/17(日)
生誕90年記念
藤戸竹喜の
世界展

4/27(土)～6/23(日)
夢みるアート

イマジネーションとファンタジー

4/6(土)～6/16(日)
遠藤彰子展　生生流転

札幌芸術の森美術館コレクション選

6/29(土)～8/25(日)
水木しげるの妖怪 百鬼夜行展

～お化けたちはこうして生まれた～

9/7(土)～9/29(日)
内藤コレクション
西洋の写本ーいとも
優雅なる中世の小宇宙
札幌芸術の森美術館
コレクション選

6/1(土)～2025/5/25(日)　コレクション展  2024-20252023/4/29(土・祝)～5/26(日)
コレクション展　石と木

1/19(金)～5/26(日)
コレクション展　かく語りき本郷新

「彫刻は詩の塊だ！」

6/15(土)～9/16(月・祝)
共振ー本郷新＋北海道の現代アーティスト

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0138-56-6311 函館美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室

濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

○開館時間 9：30～17：00　（入館は16：30まで）　　
 ※芸術の森9：45～17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館　10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。
※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となることを
目指す取組みです。

2024.4～2024.9
MUSEUM CALENDAR

4/20(土)～6/30(日)
コレクション・ギャラリー「世界の版画から」

港の今昔　苫小牧市美術博物館コレクションから

7/9(火)～9/26(木)
浮世絵のヒロインたちー組物・続き絵から生まれるストーリー

岩橋英遠《道産子追憶之巻》
ウィズ・キッズ'24　なぜこのかたちなの？

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございました 2023年9月～2024年2月・敬称略

4/5(金)～4/18(木)
所蔵品展
第1期

恋する画家の
陶酔ざんまい

4/20(土)～6/30(日)
写真展　岩合光昭の日本ねこ歩き

7/13(土)～9/29(日)
鴨居玲 生と死を見つめて

7/13(土)～9/29(日)
地に　人に　写真に旅する－長倉洋海展

4/20(土)～6/30(日)
「写真展　星野道夫　悠久の時を旅する」

4/20(土)～6/2(日) 
「琳派×アニメ」展
～尾形光琳、神坂雪佳から
鉄腕アトム、リラックマ、
初音ミクまで～(貸館)

3/23(土)～6/16(日)
越境者パスキン

現代ガラスのオノマトペ
片岡球子「面構」シリーズ

この一点を見てほしい。（～5/12）
新収蔵品展（5/18～）

4/27(土)～7/4(木)
生誕120年　長谷川潾二郎とその兄弟

4/27(土)～9/23(月・祝) 　(鷗亭記念室）漢字にこめた心

7/13(土)～9/23(月・祝)
道南の精鋭シーズン2　ささきようすけ展

4/27(土)～11/4(月・休)　札幌芸術の森野外美術館

新オンラインショップが開設！

9/14(土)～11/17(日)

旭美の写実
リアル

　近美ミュージアムショップのオリジナルグッズや展覧会図録な
どをご自宅からでもネット購入できる、新オンラインショップが
2023年10月にスタートしました。
　現在、展覧会図録、ミュージアム新書、近美ハガキ、オリ
ジナルカード立て、岩橋英遠クリアファイルなど約80種類の商
品から、ご希望のお支払方法と配送方法を選択し購入すること
ができます。
　アルテピアのホームページや下記の QRコードからご覧いた
だけます。いつでも、どこでも、お買い物をお楽しみください。

＊会員割引は美術館売店でのお買
い物に限ります。

TEL直通 : 011-621-8027
E-mail : shop@artepia.or.jp
https://artepia.base.shop

★北海道立近代美術館
　ミュージアムショップ

　解説部は、大きく２つの
活動（日曜・祝日を除く）
に分かれます。１つ目は、
ＡＲＳ（アート・レファレンス・
サービスの略）コーナーで、
美術や展覧会に関する情報
をはじめ、お客様の様々な
質問に対応する活動です。

10:30～15:00 の間、常駐しています。２つ目は、展示室Ａで
作品を解説し、お客様の鑑賞の手助けをする「ギャラリー・
ツアー」を行うことです。近代美術館では１日３回（11:30、
13:00、14:00）実施しています。三岸好太郎美術館も同様で、
13:00～15:00の間、
希望する方に解説し
ています。
　解説部は、ご来
館いただく皆様に、
美術の魅力を伝え、
楽しんでいただくこ
とを目標に活動して
います。

　15～21歳
を対象とした
公募展｢第14
回道展U21｣
が2年ぶりに
開催され、北
海道美術館
協力会賞に北
海道室蘭清水丘高等学校の佐藤結彩さんの｢天使
の肖像｣が選ばれました。全応募作736点は2月2
日～4日札幌市民ギャラリーで展示され、専門家に
よる作品解説・寸評も披露され、会場にごった返

す若い観客た
ちは熱心に耳
を傾け、質問
をしたり、メモ
を取ったりし
ていました。

ボランティア活動のご紹介 第3回 解説部 道展U21表彰　2/2～2/4

9月
札幌市 池　田　京　子
〃 前　野　陽　子
〃 大　谷　祐　子

10月
札幌市 湯　澤　俊　明
〃 湯　澤　有紀子
〃 民　野　知　夫
〃 斉　藤　教　恵
〃 髙　木　弘　美
〃 原　　　紗央里

札幌市 中　島　啓　子
〃 髙　橋　千江子

恵庭市 熊　谷　和　江

11月
札幌市 田　中　栄　子
〃 中　村　芳　恵
〃 佐　野　正　明
〃 佐　野　美恵子

1月
札幌市 古　澤　い　く

札幌市 長谷川　正　子
〃 阿　部　郁　子
〃 鈴　木　恵里子
〃 多　田　佳　世

恵庭市 大和田　智　子

2月
札幌市 三　浦　夏　子
〃 小　林　久　晃
〃 福　島　藤　江
〃 小　林　　　敬

＊個　人　会　員

（アルテピアHP）

当協力会は、北海道の
美術文化の振興に
取り組むため、随時

会員募集を行っています。
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第84号

北海道美術館協力会一　　般
社団法人

〒060-0003　札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F
TEL･FAX 011－644－4025　https://www.artepia.or.jp

須田賢司《楓嵌装箱一双「二都物語」》
2010年　楓､拭漆､カヒカテア､梨､ジリコテ､グラナディラ､白蝶貝､パウア貝

各 幅9.0×奥行27.5×高さ12.5cm（北海道立旭川美術館蔵）

　楓の木を主材とした一対の箱。一点は材の白さを生

かして木地仕上げとし、もう一点は黒漆で仕上げ、表面

にはそれぞれ白蝶貝による水玉模様、白蝶貝とパウア

貝（アワビの近縁種）を組み合わせた細い縞模様の象

嵌を施しています。「二都物語」という詩情あふれる銘

も相まって、私たちの眼と心をゆたかな美の世界へと

誘う優品です。

　作者の須田賢司は祖父・須田桑月、父・須田桑翠に続

く木工家の三代目として東京に生まれました。精緻な技

術とモダンな意匠による洗練された作風で評価を集

め、2014年重要無形文化財「木工芸」保持者（人間国

宝）に認定されました。

　本作は須田が文化庁文化交流使としてニュージーラ

ンドを訪れた際、各地で行った実演のなかで制作に着

手し、帰国後に完成させたもの。中箱には、現地で分け

てもらったカヒカテアの材を用いています。蓋をひらく

と現れるその特徴的な濃い木目や内貼りされた和紙の

流水文様からは、海を隔てて結ばれた木工家同士の友

情や二国の交流が想起されるようです。

　旭川美術館は2022年度、開館40周年を記念して複

数の木工芸作品を収蔵しました。本作はそのうちボラ

ンティア常磐会より寄贈された一点で、昨年度の「木の

匠たち」展で収蔵後、初披露しました。今後も当館では調

査や展覧会等の企画を通じ、工芸や彫刻を中心とした

「木の造形」の魅力を皆様にお伝えできるよう努めて参

ります。

（北海道立旭川美術館学芸課長　藤原乃里子）

会 報

2 0 2 4年 3月

■私は『10 年日記』をつけています。年末の所感を綴り年頭所感を書きます。構想を立て元日をつけ1年が始まります。1ペー
ジに10 年分の日が綴られ、読み返せば過去も昨日のことのように鮮明に甦ります。来年で 2 冊を終えます。 （MK）
■はじめて参加したアルテピアの国内美術館研修では、ボランティアで活躍していらっしゃる他部の方 と々たくさん交流もできて
有意義なものでした。詳細を記事にしましたのでご覧頂けたら嬉しいです。 (SK）

■編集作業はいつも雑談を交えながら無駄なく短時間ですすめられます。一足早く送られてきた各美術館の原稿を読むことも
でき、これからの展示に思いを馳せるひとときです。 （MT）

令和5年度　秋の屋外彫刻清掃
2023年10月4日

　秋晴れの中、学芸員5名、ボラ
ンティア16名が参加して恒例の
屋外彫刻清掃が行われました。
　近美前庭と知事公館に設置さ
れた彫刻作品8点のうち今年度は
夏に安田侃「無何有」と本郷新「嵐
の中の母子像」の修復が行われま
した。修復は作品の美観と共に
安全性を保つ上でも重要なため
細心の注意を払っての作業になる
そうです。
　作品をより良く保つために清掃も気を付けながら丁寧に磨き

上げていきました。
　入口正面の「無
何有」は修復によ
り設置当時の漆黒
に輝いています。
　ご来館の折には
是非ご覧ください。

第19回北海道美術館ボランティア交流研修会
2023年10月6日

ジュニア・アート・クラブ2023
2023年11月4日

　芸術週間中の 11
月4日、近美２階造
形室において特別活
動部主催によるジュ
ニア・アート・クラ
ブが４年ぶりの対面
形式で開催されまし
た。講師には令和
５年度札幌芸術賞を受賞された艾沢詳子氏をお迎えしました。
参加者は小学３～４年生を中心とした親子10 組です。
　参加者は“つながるよ！ちいさな手、みえるよ！大きな絆”
をテーマに、カラフルな飾り物や小さな紙にロウをかけたワッ
クスアートを作り、一つ一つの作品をつなぎ合わせて大きな

オブジェ（絆）を
完成させました。
　完成作品は美
術館２階ロビーに
展示され、冬日を
浴びてキラキラと
輝き、来館者の
目を楽しませてい
ました。

　生憎の荒天の中、北海
道美術館のボランティア
の皆様（札幌、旭川、函館、
帯広、釧路、岩内）が札幌
の地に集まり、近美講堂
において研修と交流の機
会を持つことができまし
た。
　1991年に始まり19回目の開催となった今回は、コロナ禍による
制限で4年ぶりとなりました。開催中の「足立美術館」のコレクショ
ンについての学芸員からの講義ののち、実際に鑑賞をする時間も設

けられました。
　その後、各美術館におけ
るボランティア活動の現状と
問題点、さらに今後の交流
研修会の開催について活発
な意見交換を行い、有意義
な時間を持つことができまし
た。

第３８回国内美術館研修　山陽方面の美術めぐり
2023年11月28日～12月1日

　2018年10月以来5年ぶり
の待ち望んでいた開催に30
名が参加しました。
　大阪空港に降り立ち出会っ
たのは、博学で心配りが細部
まで行き届いたベテランのバ
スガイドさん。参加者一同安
心で豊かな3泊4日を過ごす
ことができました。巡ったのは岡山県奈義町現代美術館、大原美術
館、広島県神勝寺、国宝不動院、山口県毛利博物館、萩美術館、
福岡県九州国立博物館、太宰府天満宮。美術鑑賞はもちろんのこ
と、その地の自然の中で息づく庭園の数々に心が満たされ、また、
瀬戸の鯛の兜煮、下関のふく会席などに身体が満たされた素敵な
旅になりました。

そうげつ そうすい

ARTEPIA NEWS
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